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50年型強震計及び 0:4倍強震計の基本倍率を検定した際3 重心距離 (H)， 相当振子の長さ(り

及び慣性能率 (I) を測った。

測定の要領はヨえの遜りである。 H は振子の岡持~jlf!と可動部分会憾の重心を含む西内の 2 票11îから可

動部分を別々に吊り下げs 各々支黒15からの鉛直様の交黙として重心を求めs これより同韓軌までの

距離を測った。 lは振子の同韓軸を同特mfnとする貨体振子を形成させ3 その周期を測り，

T=2方、勾g

.より算出し，Iは可動部分。:杢質量 (.Jf)を視り 3

申 I=HlM

より計算した。

叉，ウィへJレト式上下車;地震計について振子部分。償コ性能率を求める機舎があった0で3 その際

測定した H と 1を記する O これらも強震計の場合と i弓じ要領、で測ったのであるが，.Hは同特I/!自

に直角で、振子部分の童心を含む商内の 2点から吊り下げて求めたものでありは同様な百j内の 1

中汁け
H
H
Jー

可

成主

Fig.lくa)1王orizontalOomponent 

* 中央気象台地震課

黙を悶轄軸とす点る震体振子を作九その点の

回りの慢性能率 (I1ニ H1hlぜ)を求め， Iを

I=I1十(H2-H/')1I1

で計算し l=I / HiJII 

デ;折
口=9ト

tl 

を‘

~ 

Fig.lくb)Vertical O<?mponent 
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より算出した弐第であるo

勝. .--，忌‘・ 時 報

50 年 型 強震計

5す1図のようにして振らせた。板パネによる復元力が加わり 3 また板バネの一つには圧として作

用し回転軸が狂う友どのゐそ-れがあるので3 この板パネをピボットにかえて行ったが3 板バネのま

まで行ったものと Tに差異を生じ友かった。振幅は重心F付近で 5mm以下にゐさえ3 だ円運動に

危ら友いように起重liを注意した。周期は 2分以内では遅速のないととを確めたストップ・ウオッチ

で 100振動すτつ測ると共に 5mmjsecで回る記録装置へ振動を自記させた(容頭矛4図〉。振幅の1

誠衰は極めて還し初動を 5mmとした場合・ 100振動後に 4.96mmとなったに過ぎない。

水平動成分:について，措針腕が振子の走向と直角に友っているものと雨者・が一直線になっている

ものと 2種あるが3 いやれも同じ値を示した。上下重力成分は描針腕を組み合せた関係で求めた。こ

の場合の減衰は比較的速く 100振劃後に振幅は牛減した。これは描針腕の回転軸にゐける摩擦，島

よび描針腕の振手と結合ーしている部分。摩擦が原因していると忠われる。

各常数の測定に当つての記事は弐の通りである口

T: 自記させたものはドラムの回転が不均一で、あることが目立てコたので，ストップ・ウオッチで・

測った 500振動の平均を用いたo 100振動す=つ測った 5回の値は 109.6'"'-'110.4秒の範囲には

いったD

l: 上記の T，g: 980，π 3，1416'を用いたo

k M: 各部分は失去の遁りである(翠位は gr)。

水平動成分

上下動成分

重鍾のみ 振 子 腕
4512 3680 

2196 2085 

描針腕
31o 

95 

銅板
425 

366 

H: 芳 1図 A，B り2点の穴を利用し3 これへ旧軍用電話線の鋼鉄線〈直径 0.3mm) 1木を

通して吊り下げ，.531]に小さ左下げ振りを細い絹糸で作上懸垂鋼鉄線の走向とあわせ3 この品患

糸をもとにして振子腕へ毛画きを入れ3 両懸垂線の交黙を求めた。実際は面と面の交りである

から重心はある直線上にあることに友るが3 振子腕の両側へ毛画きを入れ3 両側にゐける懸垂

線の交点を見通‘じたところ，との直線は振子腕の走向に直角欣であったので，両側の毛画きる支

の交点を結ぶ直線の中央に重心があるものと見えにしたロしかし巌密友ととは期し得えにいので》

2"""'3mmの誤差は免れ得友い。

I: 上記 lW，l， H を用いた。

描針腕の長さ (L): 回転軸よりペロンの先端までの長さを測ったものである。

基本倍率 (V): 上記の lと L より失式で計算した。
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地震計(/~ H， l， Iの測定報告一一酒井

V=L/l 

諸常数を表記すれば次ぎの遁りである。

T H 1vl I L Vザ

sec cnl / C口1 kg 
6.cm1×zg1r 06 C1n 

水平動成分 1.10 30.0 22.8 8.933 30.() 1 

上下動成分 1.00 25.0 21.4 4.742 2. 5x 106 25.0 1 

tr j2~これ等のイ直ば3 測候時報:7.t，. 18容7.f"9号(昭和 26年 5月〉で述べたように， 50年型の

振子腕は鉄製である関係から 3 外観に変りのない H)41年製及び 51年型一一これ等の振子腕ば軽

合金製ーーの諸常数とj、目応I!C.異なるは?である D

0.4 倍強震計

芳 2図のように
3 実体振子の回転軸に，{土直

径 8mm の鋼鉄俸をその下辺が3 地震計と

しての回転軸と一致ずるように両板バネへし

ぼりつけ，この鋼鉄俸を直径 2cmの鉄管 2

本が並ぶ上に乗せて振らせた。 Hf土支在へ紙

を張り， A~ B両点から別々に懸垂した場合

の各懸垂様をこの紙の上に描いて求めた。振

子の質量は支住 6.2~ 重鍾のみ 8.5，銅板:

2.1各 kgで， 7fr 5図は自記々録である。

諸常渉:は弐ぎの通りであった。

T E lぜ
sec cm cln 

16k.g 8 1.98 97.3 80.7 

I L V 
cm~g CHl 

13.2 X 1υ6 40.5 0.42 

ウイヘルト式上下動地震計

芳 3図の部分についての諸常数を測ったの

である D 何分にも質量が大きれ取り扱いが
F-ig. :2 

困難なのでとのように操作したが，参考までにその概要を述べておらまや芳3区!の部分を分解し

でも再び元の相互関係に組み上げられるよう 3 鉛室長で、各部分の境附近へ印をつけてから分解した。

次いで、矛3図右上図のように上下動フレームへs 直径 2cmの鉄管と 8mmの鋼鉄俸を外接欣に

しは、り合せたものを，銅l銭棒が上辺と友るように聞くじは、りつける一一充分にしば、りつけ友いと荷

重が大きく危ると鋼鉄俸が上辺から外れ丈しまう o 左手~，プレームへしぼりつける前に振子腕のみ
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をフレーム内へ入れ，このあわせ俸を振子腕

のA黙が接するように通してゐく一一振子腕

の姿勢は重鍾部分がフレームの後方となり補

助重錘が前方と友るようにし，あわせ棒の鋼

鉄棒の上辺があたかもナイフ@エッヂと友っ

て振子腕がA点を支点として山形に懸垂して

いるようにする o ζ の振子腕へもとの相互関

係を崩さぬように3 重鍾3 補助重鍾3 平衡鍾

皿友どを服弐取り付ける O 鋼鉄棒が上回より

外れた場合はA点のアング、Jレ部分へ万Ijの鉄管

の端を当:てがい3 フレームの適当な所を支点

とし，挺子の玉虫で振子を持ち上げよ!司鉄棒?:J位

置を戻すと，振子を分解しt:r.いですむ。重鍾

側の先端へ麦藁製の臓をパラフィンで鉛直欣

にのりづけし，この先端。ペロンでいぷし出E

へ自記させた一ー記録装置はフレームの中の

底へ配した Fig.3

ーとの場合は回転軸に大きさがなく，点紙回転~!álなので実体振子となった振子の運動はだ円f!j\と友

R易いかった。それゆえ 3 起動には非常た慎重さを要し，自記記録を見てだ円運動の混ったものは

とを部除去した己(谷頭芳 G@参照)。

Hは上i記記言吉記記:ê包己己6の場合のA点を通る鉛直磁*jÌ~ 一一一--:AJ点点に下げげF振 p を降し3 再ヨ繰返して定めたーーと B点

で前記と同様にして懸垂した場合・の鉛直線との交点を求め，これを童心と見左し， これと回転軸の

距離を測ったものである。左ゐ， B点で懸垂した場合も摩擦を考慮して自由振動を続けるかどうか

確めたー一振幅を極く僅にしお:いと B 点で、Iとっていや?と支点プ~\C点へ移動してしまう O

なj6'実験に用いた上下動J土 SPINDLER& HOYER製3 重鍾板は直径 20cm，厚さ 4cmのも

の 6枚一一ーこの種のほとんどはこの重鍾板の宇分の厚さのもの 2枚が加わって 8枚官、ある D

振子部分の各部品の質量は弐の遁りである。

No. l ，No.2 No. 3 

重鍾板 9.2kg 9.4 '9.2 

ポ{ノレトとナット o.G， 振子腕 23.4，

補助重鍾板 11.7，そのボルト:、 0.2，

No.4 No.5 

9.2 9.0 

平衡皿、と腕1.3

支柱 7.2

No.6 '合計

9.3 '55.3 

小計 80.6

小計 19.1

総 計 99.7
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地震計の H， l， I v測定報告一一酒井

参考までに ARES裂くNo.24V)について測定したところは次の通りでるったo

No.l No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 合 計

重錘板: 9.1 9.3 9.4 9.2 9.2 9.3 3.4 3.5 62.4 

ぷルトとナット 0.7， 振子 腕 31.4， 平衡皿と腕1.3 11、言t95.8 

楠山重錘板 12.6， そのボールとナット 0.2， 支 柱 8.3 小計 21.1

総 計 116.9kg 

求めた諸常数は次の通りであり ，H と lは才 3図にも明示した。

匹、 II l ・ H1 H I1 I 
sec . cm C111. cm em 
1. 51 56. 0 59. 1 33. 2 40. 5 185 x 1υ6 239 X 106 

〔附記〕

ウィへ Jレト式上下動地震計の振子部分の諸常数を測定して，これ等の値は直ちに一般に適用されるとは考えら

れない一一室錘板の不足，一般のものより質量り過小，i.郎氏諜差は強震計の場合より相当大きいものと思うーー

が，基本倍卒の検定に当り従来用いている .11f:80 kg， H: 60 Cmは妥当を欠いたものではないかと思われるo

もっとも V=4π21ぜ111αIphgTo2

において， 1ぜ 120kg， H: 40cmとすれば MHとしては変日がないから，表面上は問題とならないo

また，振子の昆部をそのクラシプ枠の中央で使用する場合，回転軸と重心を結ぶ直線が水平であることが望

ましいのであるが，歩くとも供試の地震計では，この線を水平にするためには昆部のクランプ枠を約 10cm下

方へ下lすなければならない関係であった O

Measurem enもofthe Length frOlll七heA玄isof Rota七ionto tbe Center of 

Gravity， Lengch of the Equivalent. Sui1ple. Pendululll and the MOlnent 

of Inertia of the “50 i' Skong MotionSeislllograpb， CMO type; 

0.4 Tunes S七rongMo・tron'Seislllograpb， OMO ty:pe and 

もhe. Wiechert Vertical Seismograph. 

O. SAKAJ (Sei8'iiWlogical 8ection， Oent. Met. Obs.) 

Some cons~ants of seismographs m:ed in CMO neもwork were preciE:ely measuTed. As tbe 

results， tbe llumbers of COIlstunts which had been commonly accepted so far would have .to be 

reconsidered. 
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